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1.生 産 と流通 との関係,と くに大工業化前の商業 と工業 との関係
生産 と交換は,相 互に結びついて発展 してきたので,い つれが基礎的で,し かも先行的存在
であるかを見分けることは,き わめて困難な状態にある。工業 ・農業における生産の発展が新
市場の獲得 ・発展 と需要の増大をもた らし,し かも商業 ・金融の発展 をもたらす場合 と,逆 に
市場の獲得 ・発展 とそれに伴 う需要の増大,商 業 ・金融の発展が工業 ・農業における生産を刺
激 し,発 展させる場合 とがある1)。
すなわち,生 産過程の発展が流通過程の発展を刺激する場合 と,逆 に流通過程の発展が生産
過程の発展を刺激する場合 とがある。中世封建制社会においては,概 して,生 産過程が流通過
程に対 して基礎的 ・規定的存在であったが,い つれか一方が他方に対 して顕著な影響を与える
ようなこともなかった し,両 者の相互作用も比較的静かに行なわれ,安 定的なものであ ったか
にさえみえ,む しろ停滞的なものであったかにさえみえた(あ くまで も近代,現 代 と比較 して
のことである)。
産業革命後の近代資本主義の時代においては,生 産過程,と くに工業的生産過程 における躍
進が,市 場を飛躍的に拡大 し,需 要 を急増 させている場合(も ちろん都合よく,連 動 して行な
われない ときも多々存在す る),す なわち,流 通過程に重大な影響 を与えている場合が多い
(ただ しより高度に発展 した資本主義社会,す なわち第2次 産業 よりも第3次 産業に資本投資が
恒常的に増大する傾向が顕著になった資本主義社会,さ らにそれによって影響 された社会にお
いては,市 場が工業に与 える影響がより大 きくなって きている)。
それに対 して,封 建制社会か ら資本主義社会への移行期,す なわち16世 紀か ら18世 紀の中
葉頃までにおいては,流 通過程,と くに商業から生産過程,す なわち工業,農 業,と くに時代
1)PaulMantoω 【,η3θ∫η伽s擁 α〃～θ〃o'漉ゴoπ加 功θE勅'θ θπ飾C8πf露η2,1927,p.93.《 ポ ール ・マ ン トー著,徳 増 栄
太 郎 ・井 上 幸 治 ・遠藤 輝 明 共訳 「産業 革 命 』1971年(第9刷),103頁》。
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の経過 とともに工業に対 して与える影響が大であった。とくに産業革命直前の時代 においては,
商業が,市 場が,需 要が,フ ァシ ョンが生産過程 に与える影響,と くにそこにおける特定の劣
弱な業種において機械の発明 ・使用 に与える傾向が顕著 になりは じめた。
近代資本主義が成立する以前,す なわち封建制社会か ら資本主義社会への移行期においては,
商業,正 確 には前期的商業資本 は,そ の取扱 う商品の生産が,い ずれの生産様式あるいは生産
形態 に依存するかを問わず,よ り具体的には,原 始的共同体的生産,奴 隷制的生産,小 農民
的 ・小 ブルジョア的生産,資 本主義的生産のいずれの生産に依存 しているかを問わず,し かも
生産が恒常的商品生産であるか,偶 然的商品生産であるかを問わず,要 するに単純商品流通 ・
単純貨幣流通が存在 していて,資 本主義的生産が未発展であればあるほど,貨 幣的富を蓄積 し,




的に,生 産過程 から独立 しているだけではなく,逆 にそれを支配 し規制する存在であった。
この場合,生 産された商品の運動が商業(活 動)を 形成するのではなく,逆 に商業が生産物
の商品化 を発展 させた。資本は,生 産過程 において生まれたのではな く,流 通過程において生
まれたのであ り,そ こにおいて貨幣が資本に発展 し,商 業資本 として成長 した。この時代には,
生産物は,大 部分が,生 産過程において商品 として生産されたのではなく(生 産過程において
商品と して生産 されたものは少 なく,し かも限定 されていた),流 通過程においては じめて商
品 として登場 し,さ らに貨幣資本 として回収 され,さ らに資本 として流通過程に,と くに商業
に再投資 された。
前期的商業資本の 自立的発展 が近代資本主義的生産の発展度に逆比例 していた という事実
は,ベ ェニス,ゼ ノア,オ ランダなどの場合のような仲介商業(caningtrade)の 歴史にもっ
と もよ くあ らわ れてい る。 この 場合 には,主 要で 巨大 な利潤,す なわ ち 「譲渡利 潤」
(Verausserungspro丘t)は,自 国生産物の輸出によってえられるのではなく,商 業的,お よび
とにか く経済的に未発展 な生産単位体の諸生産物の商品化,交 換を媒介することによって,双
方の生産単位体,も しくは双方の生産国を仲介 ・収奪することによってえられた。商業資本,
とくに前期的商業資本は,生 産過程か ら分離 ・独立 してお り,逆 に生産者,さ らには生産国を
支配 ・収奪する状態にあった。
2)KarlMarx,Dα5陥 ρ吻ldrifterBand,S.35E.(カ ー ル ・マ ル ク ス著,長 谷 部文 雄 訳r資 本 論 」 第3部 上,462
頁)。
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それ ばか りで はな く,産 業 革命前 におい ては,工 業 は,商 業関係 の状 態 によ って規 定 され,
そ こにお け る工 業の発展 は,商 業活 動 の先行 な しには行 ない えない状態 で あった。 す なわち,
フ ラン ダース におけ る繊 維工 業 と くに毛織 物工業 の発 展 は,13世 紀 初頭,商 業 の大 中心 地で
あ ったブ リュー ジ(Bruges)商 港 の発展 に依存 してい た。 また北 イタ リア諸 都市 の工 業 の発
展 は,ベ ェニス(Venice),ゼ ノア(Genoa)の 海上貿易 の先行 的発 展 に よって助長 され た。
しか も産 業革命前,あ るいは大工業 化時代前 にお いては,一 国の商業 は,そ の工 業 に対 して
比例 して発 展せず,は るかに先行 的状 態 において,全 くアンバ ラ ンス な状 態 において一方 的に
発 展 してい た。 その実例 は,オ ラ ンダにおいて もっ とも典型 的形 態 におい てみ られ,オ ラ ンダ
を もっ とも敵視 してい た イギ リス(後 に大 工業 国 に なった)に お い て さえ も例外 では なか っ
た。
17世 紀 における オラ ンダは,世 界第1級 の指導 的大商業 国であ った。しか しオラ ンダ商 船は,
オラ ンダ製 の商 品 を輸送 したの では な く,東 イ ン ドや新大 陸,と くに西 イ ン ド産の生産 物,バ
ル ト諸 国 の金 属,東 方 諸 国 の貴 重 な織 物 類(preciousstuffs)をあ ら ゆ る 目 的地(all
destinations)に 輸 送 してい た。
オ ラ ンダ商船 は,た ん なる仲 介業 者(commissionagent,commissionaire)にす ぎず,オ ラ
ンダの諸港 は,貨 物倉 庫(bondedwarhouse,entrep6t)にす ぎなか った。オラ ンダにおいては,
ア ムス テル ダ ム をは じめ とす る海港 都市 の内部 も しくはその周 辺 に,毛 織 物 工 業(woollen
manufactures),麻 織物工業(linenmanufactures),ビロー ド織物 工業(velvetmanufactures),
ガ ラス工業(cut-glassworks),ダ イヤ モ ン ド研 磨工 業(diamond-cuttingworks),などが 設立
され,さ らに もち ろんの こ とで あ るが,造 船 所(shipyards)』 が設立 されてい た。 しか しオラ
ンダの産 業の 中で もっ とも重要 な位 置 にあった造船業 も,海 外 商業 を補 助す るにす ぎない状態
にあ った。 オラ ンダは,海 外 商業 に よってのみ存在 してい た とは言 えないが,そ れ に よって大
い に繁栄 していた と言 い うる3)。
イギ リス は,長 期 間にわ たって,対 岸 の一大商業 国家 ・オ ランダ を見習 い,や が てその競争
国 にな り,敵 対 国 とな り,つ い に商業 的支 配権(commercialsupremacy)を獲 得す る こ とに成
功 した。
イギ リスは,産 業革命 に よって,一 大 工業国家 ・ 「世界 の工場」 になるず っと以前 に,一 大
商業 国家,多 分 に皮 肉 も含 まれて いるが,あ の有 名 な言葉 で表現 すれ ば,オ ラ ンダをはるかに
上 回 る 「商 店主 の国」(anationofshopkeepers,nadondesbouUquiers)になる ことに成功 した。
内外 商業 の発展,と .くに対外 商業 ・海外 市場 の飛躍 的発 展が,大 工業化,さ らには産業革 命に
3)PaulMantoux,op.ciL,p.94.(前掲 書 邦 訳,104-105頁)。
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先行 し,後 者の到来を規定 し,決 定 した。 したがって,大 工業化,さ らには産業革命の到来の
必然性を把握する場合には,そ れらの先行過程における商業,と くに海外市場,貿 易の問題が
先ず重要視 されることになるであろう。
II.海 外市場の発展
重 商主義 に よれば,国 民 の富 の源泉 は,外 国貿 易で あ る4)。 イギ リス において は,こ の重 商
主義 の時代,と くに大工 業化,さ らには産業革命 前 の1世 紀 間に外 国市 場 は,国 内市 場 よ り以
上 に,そ して もっと急 速 に拡大 した5)。
18世 紀初 頭 以降,18世 紀 の80年 代 中葉 にいた る まで,イ ギ リスの外 国貿 易(輸 出入)は,
停 滞 的で あ り,不 振 で あ った とさえ言 われてい る。 と くに輸 出につ いてみ れば,4度 にわ たる
大 戦争,す なわ ちス ペイ ン継承 戦争(WaroftheSpanishSuccession,1701-1713),オース ト
リア継 承 戦争(WaroftheAustrianSuccession,1740-1748),7年戦争(SevenYearslWar,
1756-1763),お よび アメ リカ独 立戦争(AmericanWarofIndependence,1775-1783)など
の影 響 によって,そ れ らの戦争 の1時 期 ご とに,そ の 曲線 は下降 し,長 期 間 にわた って継 続 的
に急 上昇 しなか った こ とはあ きらかで ある。
しか し輸 出曲線は,戦 争が勃発 す るたび ごとに低 下 しているが,戦 争終了後,い つ で もそれ
以 前 の水 準 に復 帰 し,さ らに それ以 上 の水準 に上 昇 してい る。18世 紀 初頭 以 降の外 国 貿易,
と くに輸 出 は,全 体 として比較 的 に緩慢 に推移 し,と きには阻害,中 断 され るこ ともあ ったが,
次第 に確 定的 な もの にな り,ア メ リカ独立 戦争が終結 し,産 業 革命が 定着す る頃 になる と急増
しは じめ,フ ラ ンス大革命 が勃発 し,対 フランス戦争 が は じまる頃 にな ると,い っそ うの上昇
傾 向に拍車 がか かる ことにな る。
こ こで は,産 業革 命以 降の貿易 の発 展,と くに大工 業化,さ らには産業革命 の進展 に よ'って
触発 され た海外市場 の発展,貿 易 の発 展 について検討 す るの では な く,産 業革命 勃発前 の重商
主義 時代,と くに約1世 紀 間 の貿 易 の進展,す な わち産業革:命 に向 けての 海外 市場,な い しは
貿易 の役割 ・準備 的行動 ・ 「本源 的蓄積」 の中で の役割,と くに貿易 が産業革命 の発生 をいか
に触 発 した か について検討 しなけれ ば な らない。貿 易が いか に イギ リス の富 の形 成 に役 立 ち,
貿易 を通 じて海外 か らの イギ リスへ あ巨大 な需要が,工 業の急速 な発展,大 工業化,さ らには
4)PaulMantoux,7弛1"4πs師α'Rωo'μ'fo"intheeighteenthCentury,1927,p.103.《ポ ー ル ・マ ン トー 著,徳 増
栄 太 郎 ・井 上 幸 治 ・遠 藤 輝 明 共 訳 「産 業 革 命 」1971年(第9刷),116頁 》 。
5)E.J。Hobsbawm,IndustryandEmpirc,1968,p.32.(E.J.ホブ ズ ボ ー ム 著,浜 林 正 夫 ・神 武 庸 四 郎 ・和 田 一 夫
共 訳r産 業 と 帝 国 」1984年,56頁)。
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産業革命を招いたかをみなければならない。それな くしては,イ ギリスの大工業化,さ らには
産業革命の発生の必然性について語 りえないであ'ろう。
1492年 以降,コ ロンブスの数度にわたる大西洋横断による新世界への航路発見,1498年 バ
ァスコ ・ダ ・ガマのケープ ・タウン経由でのイ ンド航路の発見 などによっての今 までのべェニ
ス,ゼ ノアなどのイタリや北部の海港都市中心の地中海商業貿易圏の崩壊 と,ス ペイン,ポ ル
トガルの海港諸都市 を中心 としたアジア,ア メ リカ,ア フリカ,ヨ ーロッパ を含 む世界商業貿
易圏の成立 を第1次 商業革命(TheFirstCommercialRevolution),あ るいは 「ヨーロッパ商業
革命」 と呼ぶ とすれば,17-18世 紀における新興国オランダやイギ リスの海港諸都市,ア ム
ステルダムやロン ドンを中心 とする世界商業貿易圏の拡大再編成については,第2次 商業革:命
(TheSecondCommercialRevolution)と 呼びうるであろう。
とくにクロンウェルによる1651年 の航海条令(NavigationAct)の 制定,1652-1654年 の第
1次 オランダ ・イギ リス戦争,さ らには1660年 の王政復古(TheRestortion)以 降,1775-
1783年 のアメリカ独立戦争の間に起った経済的変化は,商 業 と くに貿易 と密接 に関係 してお
り,競 争国 ・敵国オランダを蹴落 し,他 の ヨーロッパ諸列強 に先ん じて7つ の海 に進出 し,世
界市場 を獲得 して行 く過程であ り,こ れは,十 分な工業的背景な しに,商 業 と海上輸送力 ・海
軍力 によって遂行 された第2次 商業革命,と くに 「イギリス商業革命」であったと言いうる6)。
すなわち,王 政復古の行 なわれた1660年 か ら,ア メリカ独立戦争の勃発 した1775年 までの
1世 紀余の期間をみると,海 外市場 ・貿易の発展は,国 内市場の発展 ・国内商業の発展 をはる
かに上回る勢で急成長 した。当時,輸 出入において圧倒的な比重 を占めていたロンドン港の貿
易額は,1640年 か ら1700年 頃 までに3倍 程急増 し,さ らにその時点か らアメリカ独立戦争直
前の時点 までに,ス コットランドを除 くイギリスの貿易額 は,さ らに2,5倍 増大 した。 クロン
ウェル革命以前の約1世 紀弱の期間にわたって,貿 易額が停滞 していたことと比較すると,ま
さに 「爆発的」,「驚異的」成長であった7>。
以上のような期間におけるイギリスの貿易額の発展は,国 内の生産過程,と くに工業や農業
の飛躍的発展 にもとつ くものであるよりは(も ちろん当時の工業的 ・農業的発展 を無視するこ
とはで きないが),む しろイギ リスの重商主義政策のポル トガル,ス ペインに対する圧迫 ・勝
利であ り,ク ロンウェルによる航海条令の制定 ・実施 その後数度にわたる対オランダ戦争に
おいて,地 球の主要な地域において勝利 したことにもとづいている(も ちろん1623年,イ ン
6)RalphDates,ノ1Co翅〃εθκfα'Revolution,1967,p.3.RalphDates,"EnglishForeignTrade,166(}1700',Ralph
Davis,"EnglishForeignTrade,1700-1774",inJ.A.Chartresedited,Pre-industrialBritair,1994,p.155.川北 稔
著 『工 業 化 の 歴 史 的 前 提 」1983年,104頁,132頁 。
7)川 北 稔,前 掲 書,104頁 。
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ドネ シア東 部 のア ンボ イナ島 において,イ ギ リスは,オ ランダに敗 れ てイ ン ドネ シア支配 に失
敗 した こ とを忘 れてい るわ けでは ない)。 この間 にお け るイギ リスの対外 商業,す なわ ち貿 易
の発展 は,イ ギ リス 重商主義政 策,と くに対外政 策の成功 に基因 する ところが大 であ る。
17世 紀 まで は,イ ギ リスの外 国貿 易 の基本 的性 格 は,ほ とん ど変化 がみ られない状 態 にあ
っ た。 す なわ ち 「プ ラン タジネ ッ ト王朝=ア ンジ ュー 王朝 の(諸 国王)の 時代(thedaysof
theAngevinkings,1154-1399)から 「クロ ンウェル(父 子)の 護 国卿 政治 の時代 」(thetime
oftheCromwellianProtectorate,1653-1659)までは,イ ギ リスの全輸 出 のほ とん どが羊 毛,
ない しは毛織 物 か ら成 って いた。1640年 頃 にお い て も,ロ ン ドン港 か らの輸 出(全 国輸 出 の
大部 分 を占め て いた)の80-90パ ーセ ン トは,毛 織物輸 出 によって占め られて いた8)。
しか し60年 後 の1700年 頃 にな る と,イ ギ リス 商業 は,新 しい段 階 に入 り,毛 織 物輸 出 は,
なお総輸 出額 の 申で もっ とも多 い状 態 を維持 して いたが,も はや従前 とは 同 じ情況 にある と推
断 で きない ようになった。1699-1701年 において は,毛 織 物輸 出 は,全 輸 出の47パ ーセ ン ト
を占め るにす ぎない よ うに なった。 「イギ リス内戦=チ ャールズ1世(そ れ とその支持者)と
議会 との争 い」(EnglishCivilWar,1642-1651)以前 に は,ほ とん ど予想 されなか った輸 出上
の新 しい発 展 が,主 に ア メ リカ 的生 産物 と アジ ア的生 産物 にお け る再 輸 出貿 易(re-export
trade)=中 継輸 出貿 易(intermediateexporttrade)の発 展 とい うかた ちで お こった。それ は,
全 輸 出の30パ ーセ ン ト(ロ ン ドン港輸 出の40パ ー セ ン ト)を 占め た。 この よ うな巨額の再輸
出 を伴 う輸 出の発展 は,ア メ リカや ア ジアか らの輸 入の急 増 に直接 反映 した。 したが って,イ
ギ リスの貿易 は,全 体 と して,ヨ ー ロッパ世界以外 の広大 な地域 に依存す るこ ととな り,い わ
ゆ る 「貿 易革命 」(arevolutionintrade)を ひ きお こ した9)。
18世 紀 に入 ってか らの イギ リスの 自国品の輸出 と再輸 出の総計 の各 期 間にお ける平均額 は,
1699-1701年 に6,419千 ポ ン ド,1722-1724年 に7,756千 ポ ン ド,1752-1754年 に,11,909千
ポ ン ド,1772-1774年 に15,671千 ポ ン ドに とい う ように増大 した。 その 中で,伝 統 的毛織物
輸 出(イ ング ラ ン ドか らの それ ぞれ の期 間 にお ける平均 輸 出割合 と平均 輸 出額)は,1699-
1701年 には47.44パ ーセ ン ト(3,045千 ポ ン ド),1722-1724年 に は38.5パ ーセ ン ト(2,986千
ポ ン ド),1752-1754年 には33パ ーセ ン ト(3,930千 ポ ン ド),1772-1774年 には26.7パ ーセ
ン ト(4,186千 ポ ン ド)と い うに輸 出絶対 額 では増 大傾 向 にあ ったが,全 輸 出 に占め る割合 で
は急 速 に減 少 した。 それ に対 して,も っと も重商 主義 を象徴 す る再輸 出 は,1699-1701年 に




1752-1754年 に は29.3パ ー セ ン ト(3,492千 ポ ン ド),1772-1774年 に は37パ ー セ ン ト
(5,818千 ポ ン ド)と い うように,再 輸 出絶対額 におい て急 増 したばか りでは な く,再 輸 出割合
にお いて一時期 を除 き激増 した と言 い うる10>。
と くに煙草,砂 糖,茶,コ ー ヒー,米,キ ャラ コ(綿 織物),絹 織物,麻 織 物 の再輸 出が増
大 した。 ロ ン ドン商人 お よび彼 らともっ とも関係 してい た東 イ ン ド会社 は,そ れ によって莫大
な譲渡利潤 を獲得 した。
イギ リスの国 内生産物 の輸 出 も順調 に増加 したが,そ れ よ りも顕著 な勢で増加 したのは,再
輸 出 品ない しは 中継 貿易 品の増加 であ った。
1640年 の ロ ン ドン港 では,再 輸 出は,総 輸 出の数パ ーセ ン トにす ぎなか ったが,1700年 頃
には40パ ーセ ン トに急 増 し,イ ギ リス全体 でみ て も30パ ーセ ン トに達 してい た。 さらに イギ
リス全輸 出 に占 め る再輸 出 の割合 は,1699-1701年 の31パ ーセ ン トか ら1772-1774年 の37
パー セ ン トに増 大 して いる。 それ に対 して,伝 統 的で最 重要 品 目で あ る毛織 物輸 出 の割 合 は,
1699-1701年 の47.44パ ーセ ン トか ら1772-1774年 の26.7パ ーセ ン トに急減 してい る。 再輸
出の割合 の増大 は,ヨ ー ロッパ以外 の新世界,す なわち アジア,ア フ リカ との経 済関係 の進展
と,と くにそれ らの地域 か らの生 産物 購入価格 に巨額 の譲渡利 潤 を加 えて ヨー ロッパ諸 国 に販
売す るこ とと密接 に関係 してい る。
再輸 出ない しは中継貿易 に よって巨大 な富 を獲得 した偉大 な重商主義 国で あ った とい うこと
につ いては,イ ギ リス もオ ランダ も同類であ った と言 い うる。
しか し両 国が 異 なっ てい る点 は,第1に,17-18世 紀の 政治 的 ・経 済的 ・軍事 的戦 いにお
い てイ ギ リスが オ ラ ンダに勝利 した こ と(こ の こ とが全 体 と しての結 論 で あ るが),第2に,
前 者が後 者 に勝利 をお さめる前 に,す で に前者 の総輸 出額が後 者の総輸 出額 を上 回 っていた こ
と(イ ギ リスが 巨大 な外 国市 場 を手 に入れ てい た こ と),第3に,イ ギ リス におい て旧毛織 物
工 業が,さ らにはそれ を引継 い だ新 毛織物工業 が発展 し,そ れ らの生産物 輸 出が絶対額 におい
て も輸 出割合 におい て も大 きか った こと,第4に,イ ギ リスにおい て毛織物輸 出が停 滞 し,と
くにその輸 出割合 が後退 しは じめ る と,毛 織 物輸 出以外 の別種工 業製 品(othermanufactures)=
雑種 工業 製品(miscellaneousmanufactures)11)め絶対 的輸 出額 と輸 出割合 が急速 に増大 した
こと,第5に,別 種 も し くは雑種 工業製 品 を生 産す る工 業,と くに木 綿工業 な どにおい ていち
早 く大工業化,さ らには産業 革命が発 生 したこ となどをあげ うる。
オラ ンダが イ ギ リス に対 す る17-18世 紀の 政治 的 ・経 済的 ・軍 事 的戦い におい て勝 利 をお
さめ ていた とす るな らば(そ うい うこ とはほ とん どあ りえなか ったので あるが),再 輸 出ない
10)RalphDavis,inJ.A.Charけeseditedof.cit.,p.176.
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しは中継貿易の発展 と関係 して別種ない しは雑種工業が 自国で発展 し,そ れらの工業の生産物
の輸出が同時に発展 して,木 綿工業などをはじめ とする諸工業における大工業化,さ らには産
業革命が発生 したか も知れない。 しか し現実には,オ ランダの商業的発展をはるかに上回るイ
ギ リスの商業的発展が工業的発展を招 き,オ ランダのそれらの発展 を押えただけではなく,そ
の他のヨーロ ッパ先進諸列強の発展をも遅 らせることとなった。
前述 したところが らもあ きらかなように,1640年 頃,イ ギリスか らのほとん どの商品を輸
出 していたロン ドン港からの輸出の80-90パ ーセン トは,毛 織物によって占め られ,イ ギリ
スか らの唯一の輸出品であったかのごとき観を呈 していた。その後,同 港か らの毛織物輸出は,
1663-1669年 の平均額で1,512千 ポン ド,1699-170]年 の平均額で2,013千 ポン ドに増加 して
お り,前 者の期間と後者の期間を比較 してみると33パ ーセン ト増加 してお り,イ ングラン ド
全体か らの毛織物輸出は,1699-1701年 平均で3,045千 ポン ドに増加 している12)。 これは,
1663-1699年 のロン ドン港か らの毛織物輸出平均額に対 して約2倍 に増加 していることにな
る。
イギ リス毛織物工業 は,16世 紀末葉か ら17世 紀中葉にいたるまでの期間に粗製毛織物 ある
いは未仕上 ・未染色の旧毛織物か ら,長 毛を使用 した薄手で,見 た目にもよく,廉 価で平織の
系統のウーステ ッド(worsted)な どの新毛織物を生産できるような状態に転換 していた。 ヨ
11)RalphDavisは,J.AChartresの前 掲 線 書 彼(Davis)の 前 掲 論 文 の146頁 で 雑 種工 業製 品(miscellaneous
manufactures)の 輸 出 につ い て,「 毛 織 物 製 品以 外 の 工 業 製 品 の 輸 出 」(manufacturedexportsotherthar
woollens)と 言 って い る 。 しか しR.Davisは,前 掲 論 文 の176頁 に お いて は,雑 種 工 業 製 品 の輸 出 を,よ り
狭 い もの と して理 解 して い る。 す な わ ち,彼 は,自 国製 品 の輸 出 品 目 と して,毛 織 物,麻 織 物,絹 織 物,
綿 織 物(こ こで は純 綿 織 布 で はな く綿 と麻 の交 織布 の フ ァス チ ャ ン織 な ど を含 む初 期 綿 織 物 の こ と),金 属
製 品,帽 子,雑 種 工 業 製 品 をあ げ て い る。 した が っ て後 の 頁 で は,雑 種 工 業 製 品 を伝 統 的 で も っ と も重 要
な 毛 織 物 以 外 の製 品 と して と ら え な い で,前 述 した各 種 の 製 品以 外 の もの と して と らえ て い る。 そ れ を,
前 の頁 にお け る よう に毛 織 物 以外 の 工 業 製 品 と して と らえ た方 が よい。
なぜ な ら,イ ギ リス の 自 国製 品 につ い て み れ ば,17世 紀 まで は,さ ら には18世 紀 前 半 まで は,毛 織 物 が 圧
倒 的 な 工 業 製 品 であ り,そ の他 の 工 業 製 品 につ い て は,フ ァス チ ャ ン織 の よ うに本 来 の木 綿 工 業 にや が て
つ な が る工 業 製 品 もあ っ たが,そ れ も含 め て,未 だ とる に た りな い 工業 製 品 で あ り,生 産 額 にお い て も,
輸 出 額 に お い て も増 大,も し くは急 増 して きて い るが,毛 織 物 に比 較 して,と る に た りな い額 で あ っ たか
らで あ る。
川 北 稔 氏 は,前 掲 書106頁 にお い て 輸 出 にお け る雑 種 工 業 製 品 の こ とを,毛 織 物 以 外 の 一 業 製 品 と して 正
し く と らえ て いる。 そ して そ れ らは,「 絹 や綿 な どの織 物,鉱 物類,ガ ラス,皮 革,石 け ん,ロ ウ ソク な ど
の ほ か,貿 易 総監 が い ち い ち品 名 を列 挙 しなか った多 種 類 の 製 品 か ら なる これ らの項 目」 で あ る とつ け加
え て い る。 た だ し,以 上 の文 章 の 中 で 鉱 物 類 とい う名称 が 出 て くるが,鉱 物 類 は,原 料類(rawmaterials)
の 中 に含 ま れ るの で,雑 種 工 業 製 品 の 中の 項 目 と して は 金属 製 品(metalwares)と 言 うべ きで あ る 。
12)RalphDavis,inJ.A.Chartresedited,op.ciし,p.156・157.ロン ドンか らの そ れ ぞ れの 期 間 に お け る平 均輸 出入
額 と イ ン グ ラ ン ドか らの そ れ ぞ れの 期 間 にお け る平 均 輸 出入 額 が,彼 の論 文 の 同 頁 の 一 覧 表 の 中 に記 載 さ




には,完 全に旧毛織物から新毛織物に転換 し,ヨ ーロッパ大陸の重商主義諸国,そ の中で もも
っとも強力 なルイ14世 の下でのコルベール時代のフランスにも輸出 していた。18世 紀の前半
において も,20-30年 代は別として,毛 織物輸出は確実に増加 していた。
毛織物輸出の絶対額は着実に成長 しているが,そ の成長割合は,毛 織物以外の工業製品,す
なわち雑種工業製品の成長割合 と比較するとかな り低い。麻 ・絹 ・綿,あ るいはそれらの糸か
らの交織布,金 属製品,ガ ラス,皮 革,石 けん,ロ ーソクなどの雑種工業製品のロンドン港か
らの輸出額は,1663-1669年 の平均額で222,000ポ ンドか ら1669-1701年 の平均額で420,000






西 ア フ リカ,ア メ リカ,ア ジア





合 計 222,000 420,000
注:RalphDavis,"EnglishForeignTrade,1660-1700,IlinJ.A.Chartresedited,Pre-industrialBritain,
1994,p.146.
さらに1699-1701年 と1772-1774年 との期 間における雑種工業製品(毛 織物以外の工業製
品)の 全輸出に占める割合は,8.9パ ーセ ントか ら27.9パ ーセ ントに急増 してお り,な おアジ
ア,ア フリカ,ア メリカなどの ヨーロッパ以外の市場 に対するそれぞれの時期における輸出割
合 も4.Eパ ーセン トから21.2パ ーセン トに急増 している。
これらの点については,第2表 であ きらかな通 りである。なおその他の諸商品の輸 出割合,
輸入割合 についても,同 表においてあきらかな通 りである。
第2表 を一覧 して,時 代の推移とともに毛織物の輸出割合の減少 と,毛 織物以外の雑種工業
製品の輸出割合の増大 とが明確であ り,さ らに毛織物輸出割合は,減 少 しているとは言 え,そ
の輸出割合は,ヨ ーロッパに集中 してお り,逆 に雑種工業製品め輸出割合は,ヨ ーロッパでも
その他の地域でも増大 しているが,と くにアジア,ア フリカ,ア メリカで増大 していることが
明確である。
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第2表 イギリスによる外国貿易(輸 出入割合)の 推移
(%)
合 計 ヨ ー ロ ッパ アジア ・アフ リカ ・アメ リカ
1669-1701,1772-1774(年)1669-170],1772-1779(年)1669-1701,1772-1774(年)
毛織物 47,526.7 43,218.2 4.38.5
雑種工業製品 8,427.4 3.56.2 4,821.2
食糧 7.63.7 6.72.7 0.91.0
原料 5.65.1 5.34.7 0.30.4
国内品輸出合計 69,162.9 58,731.8 10,331.1
再輸出合計 30,937.1 25930.5 5,06.6
輸出総合計 100.0100.0 84.662.? 15,337.7
工業製品 31,716.9 22,110.7 9.56.c
食糧 33,650.9 15,512.0 18,138.9
原料 34,732.2 30,524.7 4.37.5
輸入総合計 100.0100.0 68,147.4 3L952.6
注:こ の 表 で は ア イ ル ラ ン ドと トル コ は ヨ ー ロ ッパ の 中 に含 め て い る 。
RalphDavis,"EnglishForeignTrade,170(X1779,llinJ.A.Chartresedited,Pre-industrialBritain,
1994,P166.
それぞれの輸出割合だけではなく,輸 出絶対額 を年代別に,地 域別的に示せば,雑 種工業製
品(毛 織物以外の工業製品)の 輸 出が大工業化,さ らには産業革命前 にいかに増大 し,い かな
る特定の地域 と関係 して発展 していたかがあ きらかとなる。この点については第3表 であきら
かな通 りである。
アメリカ独立戦争直前の1772-1779年 には,第3表 からもあきらかなように,毛 織物以外
の雑種工業製品は,ヨ ーロッパ市場向けの2.9倍 が アメリカ,ア フリカ,ナ ジア市場ヘイギリ
スか ら輸出された。
長期間にわたって,主 としてヨーロッパ市場への毛織物輸出に依存 して きたイギ リスの貿易
構造 は,ヨ ーロッパ大陸諸国の重商主義的商工業保護政策の厚い壁に遭遇 して,毛 織物 さえも
アメリカに輸出せざるをえないように転換せ しめ られ,さ らに毛織物以外の雑種工業製品をア
メリカ,ア フリカ,イ ン ド,極 東に積極的に輸出せ ざるをえないように転換せ しめられた。
イギ リスか らアメリカ,と くに西イン ド諸島や北アメリカ植民地への1部 の毛織物や多量の
雑種工業製品輸出によって,そ のみかえりとして多量の砂糖や煙草が輸入 されることにな り,
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イギリスか らアフリカに雑種工業製品が輸出 されて,み かえりとしてえられたものは奴隷で
あ り,そ れは,ア メリカで砂糖や煙草と交換 され,後 には大量の綿花 とも交換 されるにいたっ
た。それらは,自 国や ヨーロッパに輸送 されて莫大な富の源泉となった。
さらに,イ ギ リスか らイン ドへの雑種工業製品 と,1部 の毛織物輸出によってえられたもの
は,イ ン ドか らのキャラコzあ り,1700年 のキ ャラコ(染 色済綿織物)輸 入禁止法以 降は,
それの国内での使用は禁止されたが,再 輸出のための一時的輸入(税 関倉庫への一時的搬入)
は禁止 されなかったので,当 時東イン ド貿易 は,東 イン ド会社やロンドン商人の富を増大させ
る重要な手段の1つ であった。東 インドか らのキャラコ輸入禁止は,毛 織物業者 を保護すると
同時に,キ ャラコなどの再輸 出に関係 していた東イン ド会社やロンドン商人の利益をあまりそ
こなわなかったばか りか,利 益を増大させ さえした。そればか りか初期木綿工業を発展 させる
きっかけにさえなった。
大工業化,さ らには産業革命以前の時代 において,イ ギリスの輸出貿易 に貢献 したものは,
毛織物,雑 種工業製品,一 時的には穀物 などの輸出,お よび砂糖,煙 草,コ ーヒー,キ ャラコ,
絹などの再輸出であ り,そ れらは,富 の重要な源泉であった。初期綿織物の一種であるファス
チャン織 も雑種工業製品の一種 として生産 され,自 国においてキャラコの代用品 として使用さ
れ,植 民地に輸出され,1や がて産業革命期の綿織物へと転化 していった。 とくに綿織物輸出と
奴隷貿易が富の源泉 となるのは,産 業革命以降であった。
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雑種工業製品の中の初期綿織物,す なわちファスチャン織,チ ェック織 捺染織 さらに本
格的なマ ンチェスター産綿織物輸出について,時 代別,地 域別 に明示すれば,第4表 の通 りで
ある。
1700年 初頭以降 工業製品の中で,雑 種工業製品の輸出が増大 し,さ らに産業革命にいた
るまでの過程において,フ ァスチャン織 をはじめ とする初期綿織物輸出が増大する。 さらに初
期綿織物輸出が増大するにつれて,初 期綿織物工業は発展 し,先 ず木綿工業における機械化,
大工業化 を押進め,産 業革命 を勃発 させた。
産業革命発生以降,大 工業生産物,と くに綿織物が大量に輸出されてインドの木綿工業を解
体 し,さ らにイギリス以外の ヨーロッパ先進諸国の発展 を遅 らせることになった。そして世界
各地域の諸原料 ・生産物は,イ ギリス産業革命の発生 ・進展によって,植 民地 ・従属国の近代
化を著 しく遅延 させなが ら,イ ギリスに大量に運ばれた。 とくに綿織物輸出 と綿花輸入の情況
について,170]年 か ら産業革命真最 中の1800年 までについてみれば第5表(A),(B)の 通 り
である。
綿織物輸出 と綿花輸入がきわだって増加 している状態 は,産 業革命が勃発 して紡績工程の変
革が はじまった過程 よりも,1783年 にアメリカ独立戦争が終了 し,し か も,1785年,カ ー ト
ライ ト(EdmundCartwright)に よって,力 織機(power-loom)が 発明された以降においてで
ある。この時期頃までに商業革命が生産過程 により多 くの影響 を与えた時代 は終了 し,よ り以
前に発生 した産業革命が この時期頃以降本格化して,流 通過程 に,商 業に,と くに貿易に,多
大な影響 を与える時代 に転換 した(も ちろん工業 と商業の同時的相互作用 を無視 しているわけ
ではない)。
大工業化,さ らには産業革命の発生は,国 内市場の発展 と外国市場の発展 に依存 していたこ
とは事実であるが,後 者のより急激な発展,外 国か らの需要のより以上の増大 と結 びついてい
た。産業革命前における木綿工業,正 確には,フ ァスチャン工業の発展は,イ ンド産綿織物の
輸入禁止,使 用禁止と結びついて発展 し,そ して国内需要を充足するためにも発展 したが,た
だそれだけではなく,外 国からの需要と結びついて発展 した。
最初 に大工業化 された木綿工業は,外 国貿易 と結 びついて発展 した。その原料である綿花は,
すべて亜熱帯 または熱帯(植 民地)か ら輸入され,そ してそれ を原料 として木綿工業の生産物
は,急 速 に,そ の次には圧倒的な部分が外国で販売されるようになった。すなわち18世 紀末
か ら,綿 織物は,圧 倒的部分が外国に輸出され,1805年 まで には,そ の3分 の2が 輸出される
までになった13)。




年 品 目 アイル ラ ン ド ヨ ー ロ ツ ノ母
アメリカ,西 イン
ド諸島,カナリー アフ リカ 合 計
≡ マディラ
1699ファスチャン織 101 396 5,737 6,621 13,138
1709ファスチャン織 661 170 3,229 1,122 5,182
1719ファスチャン織 2,02E 341 5,070 414 7,853
1729ファスチャン織 930 229 6,007 2,439 9,605
1739ファスチャン織 2,481 520 5,455. 42 8,498
チ ェ ック織 一 一 6201,3876,8424,3394,3815,276'.14,324
捺染織 一 100 一 一 100
1750ファスチャン織 1,928 362 7,626 8 9,924
9,530 7,847 19,667
チ ェ ック織 一 一 1,904 7,839 9,743
1759ファスチャン織 11,870 184 13,075 4 25,133
チ土ック織 66512,695一 40040,85057,1349,09039,12980,605109,358
捺染織 160 216■ 3,209 35 3,62a
1769ファスチャン織 24,933 2,143 4.829' 18 31,923
チ ェ ック織 3,68238,21951 7,97540,59i66,71397,97298,699142,302211,606
捺染織 9,604 5,781 21,287 709 37,381
1779ファスチャン織 5,30E 1,588 7,854 一 14,750
チ ェ ック織 一 一 15,670 7,825 23,495
19,148 217,638 57,991 7,983 302,760
捺染織 13,84( 8,524 22,861 158 45,388
マ ンチェスター
産綿 織物
一 207,526 11,600 一 219,126
注:A.P.WadsworthandJ.DeLacyMann,η1θCottonTradeandIndustrialLancashire,1600-1780,.
(1931),1965,p..146.
しか し,綿 織物輸出が,毛 織物輸出を凌駕す るにいたったのは,よ うや く1802年 になって
か らのことである。すなわち同年,綿 織物輸出が713万 ポン ド,毛 織物輸出が648万7千 ポン
ドというように逆転 したのである14)。
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第5表(A)1701-1800年における綿織物輸出
年 ポ ン ド(£,) 年 ポ ン ド(£.)
1701 23,253 1764 200,354
1710 5,698 1766 220,759
1720 16,200 1780 355,060
1730 13,524 1787 1,101,457
1741 20,709 1790 1,662,369
1751 45,986 1800 5,406,501
注:EdwardBaines,HistoryoftheCottonManufactureinGreatBritain,(1835),1966,p.215.
第5表(B)1701-1800年における綿花輸入
年 重量 ポ ン ド(1bs.) 年 重量 ポ ン ド(lbs.)
1701 1,985,868 1751 2,976,610
1701-1705(平 均)1,170,88] 1764 3,870,392
1710 715,008 1771-1775(平 均)4,764,589
1720 1,972,805 1776-1780(平 均)6,766,613
1730 1,545,472 1790 31,447,605
1740 1,645,031 1800 56,010,732
注:Ibid.,p.215
商業の発展,と くに貿易の発展に伴 って,海 運業 と造船業は著 しく発展 した。すなわちイギ
リスの商船保有高は,1582年 に6万7千 トン,1629年 に11万5千 トン,1686年 に34万 トン,
1751年 に42万1千 トンに増加 した15)。なお海軍の船舶保有数 もそれに劣 らず急増 し,1588年
に1万2千 トン,1660年 に5万7千 トン,1727年 に17万1千 トンというように,貿 易の拡大 と
商船隊の増大 に呼応 して急増 した。
ホブズボームは,イ ギリスが,18世 紀の中葉頃,50万 トンにおよぶ6千 隻の商船 を所有 し,
主要な競争国であるフランスの商船数の数倍の規模 をもっていたことを指摘 している。なお彼
は,1700年 における商船への投資額が,不 動産以外の総固定資本投資額の10分 の1を 占めて
お り,そ の乗組員数が10万 人におよび,農 業以外の労働者の中で最大であ ったことについて
もふれている16)。
14)PaulMantoux,op.cit..P.106.(前掲 書 邦 訳,123頁)。ParliamentaryDebat<,1,1147(Accounts).
15)RalphDavis,7yeeRiseofTheEnglishShippinglndustryinthe17thand18th(】θ脇 り,1962,p.27.川 北 稔,前 掲
書,107・108頁 。
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貿易の発展 とと もに,イ ギ リス の港か ら出航 す る商船 トン数 も増大 した。す なわ ちイギ リス
関税記録簿(CustomHouseBooks)によれば,1700年 に31万7千 トン,1737年 に50万3千 ト
ン,1751年 に66万1千 トン,1764年 に65万8千 トン,1781年 に71万1千 トン,1787年 に140
万5千 トン,1800年 に192万4千 トンへ と増 大 している17)。
イギ リスか らの出航 商船 トン数 は,1700年 に比 較 して1800年 には6倍 余 に増 大 した。 と く
に産業革命 にお ける紡績工程 の変革 か ら,本 格 的 な織布過程 におけ る変革 への移行 がは じまり,
さらにア メ リカ独立 戦争 が終結 した1780年 代後 半以 降1800年 にか けて出航 商船 トン数 は急増
した。
海運業 の発展 は,貿 易 の発展 に伴 って行 なわ れた と言 い うるが,時 代 が経 過す るにつ れ,ア
メ リカ,ア ジ ア,ア フ リカ との貿易,そ れ らの諸 地域 か らの生産物 の イギ リス に よる再輸 出,
イギ リスか らの綿織 物 を筆 頭 とす る雑種工 業製 品の輸出 の発 展 と関連 して行 なわれる よ うにな
った。
イギ リスの輸 出産業 は,商 船 隊 と海軍 と連携 しなが ら,ヨ ー ロ ッパの重商 主義 的保 護主義 に
競 り勝 ち なが ら,ア メ リカ,ア ジア,ア フリカに進 出 して,他 国の輸出市場 と国 内市 場 を制圧
し,独 占す る ことに成功 した。 この よ うな情況 を繰返 しなが ら,イ ギ リスは,い っそ う輸 出産
業 を発 展 させ,イ ギ リスの資本 家 と地 主た ちに大工業化,さ らには産業革命 の発 生 ・発展 を可
能 に した。18世 紀 イ・ギ リスの商 業 の発展,と くに貿 易 の発展 は,各 種 の媒 介手段 を通 じて産
業革命 を造 り出 したのであ る。
16世 紀以 降,ヨ ー ロ ッパか らの ア ジア,新 大 陸,ア フリカへ の商 品輸 出の増大,植 民地 ・
従属 国 の商品 の増大,そ れ に伴 うヨーロ ッパ か らの商船 の出航 トン数 の増 大 ばか りで は な く,
非 人道 的取 引(inhumantraf丘c),す なわち奴隷 貿易(slavetrade)が 急増 した。16世 紀 には,
ヨー ロ ッパの奴隷 商人 に よって,ア フ リ『カか らアメ リカへ100万 人 弱の黒 人が奴隷 と して輸 送
され,17世 紀 には約300万 人が,18世 紀 には多 分700万 人が輸送 され た。
イギ リスは,も っ とも早 くか ら商業,と くに外 国貿易,そ の中で も植 民地貿易 に依存 してい
た。1700年 頃 には,イ ギ リスの植 民地貿 易 は,そ の商業 取引 の15パ ーセ ン トを占め る にい た
り,1775年 まで には,そ れ は,全 商業取 引 の3分 の1を 占め る にい た った。 イギ リスの 植民地
16)E.J.Hobsba㎜,op.ciL,p.11。(前掲 書邦 訳,2頂)。
17)PaulMantoux,op.cit.,pp.102-10?.(前掲 書 邦訳 17頁)。 マ ン トー に よれ ば,当 時 の 個 々 の商 船 トン数 は,
き わめ て小 さ な もの で あ っ た。1789年 には,出 航 商船 数(numbersofoutward-boundships)1万4千310隻,
出航 商 船 トン数(tonnageofCommercialvesselsleavingEnglishports)144万3千658トン,1800年 には,
そ れぞ れ が1万8千877隻,192万4千200トンで あ っ た。 す な わ ち,1789年 当 時 の1隻 の平 均 商船 トン数 は,
約100ト ンで あ った 。 な お,1703年 当 時 リバ プ ー ル港 を使 用 して い る 船舶 の平 均 トン数 は,38ト ン にみ た
な い状 態 で あ っ た 《PaulMantoux,op.ciし,p.103.(前 掲書 邦 訳122頁)。En丘eld,HistoryofLiverpool.F.67.》 。
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制度,植 民地貿易と結びついた ものに奴隷貿易をあげることがで きる。スペイン継承戦争後,
毎年2,000-3,000ト ンのイギ リス船が主 として奴隷船(slavers)と して,イ ギリスからアフリ
カへ出港 していた。7年 戦争後には,15,000-19,000ト ンが,そ してアメリカ独立戦争後 の
1787年 には22,000ト ンが出港 した18)。1780年 代初頭 までに,ア フリカか ら輸出 された奴隷全
体の半分以上(す なわちフランス人によって輸送 された奴隷の約2倍)が,イ ギリスの奴隷商
人のため に巨額の利潤を生み出 した19)。
18世 紀に入 り,そ の後半,と くに大工業化,さ らには産業革命勃発前後,さ らにアメリカ
独立戦争以降になると,商 業 とくに外国貿易,そ の中でも植民地貿易が急拡大 した。一般商品
の植民地への輸出,植 民地的生産物の再輸出,非 人道的取引,す なわち奴隷輸出の急拡大が,
巨大な富 をイギリスにもたらし,同 時 に国内における第2次 土地囲込みやファスチ ャン工業な
どの発展 と相 まって,大 工業化,さ らには産業革命 を発生 させ,発 展させた。 とくに木綿工業
は,植 民地貿易や奴隷貿易 と関係 して急速に発展 した。産業革命後のイギリス木綿工業の発展
は,イ ン ド木綿工業 に対す る圧迫 とアメ リカ合衆 国南部 における綿花 プ ランテ ィシ ョン
(cottonplantation)の 発展 と呼応 して行 なわれた。
皿.国 内市場の発展
イギ リス国内市場は,大 工業化,さ らには産業革命前に,農 工業生産物の最大のはけ口であ
るとい う点において,イ ギリス経済の中で重要な役割を占め,し か も海外市場の大 きさと比較
しても劣るものではなく,よ り安定的存在であった。
国内市場は,海 外市場のように急速に発展 して,イ ギリス国内の大工業化に,さ らには産業
革命の勃発 に劇的影響を与えなかったかもしれないが,ノ ーフォーク農業やマニュファクチュ
アにおけるような近代的生産方法 を造 り出すことを促 し,経 済的発展に貢献 して産業革命に繋
げる重要な役割 を果た した(も ちろん,マ ニュファクチュアやノーフォーク農業の発展が海外
市場 とも関係 していたことを否定 しているわけではない)。
前述 したように,国 内市場は,海 外市場のように目覚 しく成長 して,輸 出産業を急速に発展
させ,そ の後 の経済に当時 としては予測 しがたい影響を与えることはしなかったが,突 然の経
済変動や輸出の急減,輸 出産業への巨大な損害を緩和する役割をもっていた20)。
18世 紀の海外市場の発展 は,急 成長 した り,逆 に急減 した りして,想 像 した程スムーズ に
18)E.J.Hobsba㎜,op.cit,pp.3〔Tai.(前掲 書 邦 訳,61・62頁)。
19)E.J.Hobsbawm,op.ciL,p,37.(前掲 書 邦 訳,63頁)。
20)EJ.Hobsbawm,op.cit,p.32.(前掲 書 邦 訳,55.56頁)。
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行 なわれ ていない。 それ は,海 外 市場 の発展 について,前 述 した ところが らもあ きらか な よう
に,同 世紀 にお ける4度 にわ たる大戦争,す なわ ち,ス ペ イ ン継承 戦争(1701-1713年);オ
ース トリア継承 戦争(1740-1748年),7年 戦 争(1756-1763年),および アメ リカ独 立戦争
(1775-1783年)に よる もので ある。
大 戦の度毎 に海外市場 は縮 少 し,輸 出産業,と くに雑種 工業製 品(こ の中 に初期 綿織 物 が含
まれ てい る)な どを生産 す る工業 は,崩 壊 の危機 に さ らされ るこ とさえあ った。 この危 機 を救
った もの は,比 較的安定 的で,大 規模 な国内市場 が存 在 してい たか らであ る。
この ような国内市場 が存在 してい たか らこそ,戦 争 終了毎 に,輸 出は増大 し,海 外市 場 は拡
大す る ことが で きた。と くに,ア メ リカ独 立戦争終 了後 は,産 業 革命 が定 着 した こと も重 な り,
輸出 の急増,海 外 市場 の飛躍 的拡 大 を もた ら した。 国内市場 は,や がて最大 の輸 出産業 になる
工 業 を含んで いた当時の雑 種工 業製品製造 業の飛躍 的成長 と,そ れ らの工業 の大工 業化,さ ら
には産業 革命 に直 接点火 す るこ とは なかったが,そ れ らの工 業や経 済的諸環境 の長期 的発展 を
つづ けるための安 定的エ ネル ギー を供 与 した と言 い うる。
国 内市 場の 問題 を研究 す る場合,農 工業 生産物 に対 す る需 要 との 関係 で,人 口問題 は きわめ
て重 要で ある。 人 口 に関 す る公 的記 録 は,1840年 頃 まで は ほ とん ど存 在 してい ないが,そ れ
以前 の人口数 につい て も,ほ ぼ一般 的 に把握 され てい る。す な わち,イ ギ リス と くにイ ングラ
ン ドにおける人 口は,ク ロ ンウェル時代 の1651年 には523万,王 政復 古時代 の1671年 に498万,
名誉革命 後の1691年 に493万,1701年 に506万,1711年 に523万,1721年 に535万,1731年 に
526万,1741年 に558万,1751年 に577万,1761年 に615万,1771・ 年 に645万,1781年 に704万,
1791年 に774万,1801年 に866万,1811年 に988万,1816年 に1,065万,1821年 に1,149万,
1831年 に1,328万,1841年 に1,497万,1851年 に1,674万 に増 大 した21)。.
イ ングラ ン ドの人 口は,上 述 の ように17世 紀 中葉 の クロ ンウェル時代 に比較 して,17世 紀
後 半 の王 政復 古 と名 誉革 命 の時代 には減 少 してい る。17世 紀 か ら18世 紀 の変 り目頃に ようや
く500万 を突破 し,そ の後,1760年 頃 まで停滞 した り,ゆ っ くり増大 した り して約600万 の ラ
イ ンに到 達 し,1770年 代 以降,産 業革命 と都市 化の影響 を受 けて急速 に増 大す る よ うに な り,
1,000万 の ライ ンを突 破 したの は,も ちろん産業革 命 中であ るが,ナ ポ レオ ン戦争 が終了 した
1814-1815年 頃であ った。
人 口が増加 す る ことは,き わめ て単 純 に考 えれ ば消 費者が増 加す る ことで あ り,需 要 が増加
する こ とであ り,国 内市場 が拡大す る ことであ り(外 国へ の需 要 も増加 し,輸 入 も拡大 するで
あ ろ う),農 業 と製造業 に刺.激 を与 えるこ とにな る。 しか し,上 述 した ように,イ ングラ ン ド
21)E,A.WrigleyandRS.SchofieldThepopulationHistoryofEngland,1541-1871,1981,pp208・209
88一 『明大商学論叢』第79巻 第3・4号 一(384)
の人 口は,産 業革命 以前 の時代 まで は,き わめ てゆ るや かに しか増加 してお らず(ウ ェル ズを
含 め て も同 じよ うな こ とが言 え る),人 口が急速 に増 加 しは じめたの は,産 業革命 発生後 で あ
り,都 市化 の波 が急 速 にな って か らであ る。
したが って,・産業 革命以前 には,国 内 における農工業 生産物.に対 す る需要 の増 加,市 場 の拡
大 は,ゆ るやか ではあるが,飛 躍的増加,拡 大 は なか った と言 い うる。
こ こで17世 紀 末葉 か ら,産 業 革命発 生 まで,そ れか ら産業 革命 中,と くに ナポ レオ ン戦争
終 了後 まで の物 価,と くに もっ とも重要 な比重 を占め ていた食糧,す なわち小 麦価格(各 時期
の1コ ー タ一 当 りの平均 価格)に つい てみ れば次 の通 りであ る。
1680-1689年36シ リング,1690-1699年51シリング,1700-1709年35シ リング,1710-
1719年44シ リ ング,1720-1729年38シリング,1730-1739年32シリ ング,1740-1749年
32シ リング,1750-1759年38シリ ング,1760-1769年42シ リング,1770-1779年46シ リン
グ,1780-1789年46シリ ング,1790-1799年57シリン グ,1800-1809年84シリング,
1810-1819年91シ リング とな ってい る22)。
す なわ ち,小 麦価 格は,17世 紀 末 の国内的動乱 の時代 に比較 して,18世 紀 初頭 以後下落 し,
1760年 代 に産業 革命 が 勃発 した頃 まで,価 格上 下運動 はあ ったが,概 して安 定 してい た と言
い うる。 と くに1730年 代,1740年 代 には価格 が停 滞 し,さ らには低 迷 して いた と言 い うる。
ところが,18世 紀末 葉か ら産業 革:命が本格 化 し,19世 紀初 頭以 降,あ いつ ぐナポ レオ ン戦 争
の影響 が 出て くると,そ の価格 は急上 昇 し,ナ ポ レオ ン戦 争後 の混乱期 まで,多 少 の価格 の低
下 は あっ たが,そ の高価 格 は維持 された。
ロー ド ・ア ー ンル(LordEmle)は,1646年 か ら1770年 の穀物価格 一覧 表(1コ ー ター当 り
の小 麦 価 格一 覧 表)の 中 で,農 業不 況(agriculturaldepression)を示す 低穀 物価 格状 態 が,
1700-1760年 までの 間 に存在 してい た ことを数字 で具体 的に示 してい る23)。
最低 穀物価 格状 態 は,何 度かあ るが,1730年 代,1740年 代 が もっ とも低 く,と くに1743年,
1744年 には1コ ー ター 当 りの小 麦価 格 は23シ リングであ った。 アー ンル は,1700年 か ら1760
年 の ジ ョージ3世(George皿,1760-1820)即位 の年 までの 問に,農 業不 況 は1度 ならず存 在
し,借 地 農(farmer)が 地代 を払 うことがで きず,小 ジ ェ ン トリー(smallgentry)が 彼 らの
所 有地 を売却 す るこ とをよぎな くされ,領 主的土地 所有 者(1andlord)が 収入 の減少 に よって,
経 費 を削減せ ざるをえなか ったこ とを指摘 してい る24)。





にもとづいている。G.E.ミ ンゲイ(G.E.Mingay)も18世 紀の第2・4半 期に農業不況が存在
したことを指摘 している25)。
飢謹(dearth)は,1760年 までに,1727-172E年 をは じめ数度発生 して,人 口増加 に悪い
影響 をもたらし,し か も各階層 の収入を減少 させ,そ の結果,穀 物をは じめ,羊 毛,羊 などへ
の需要を低迷,停 滞させ,そ れ らの価格を停滞させ,下 落させ さえした。
穀物 をは じめとする食糧価格の低迷 ・停滞,さ らには低落 による農業関係者,と くに大土地
所有者の所得の減少は,1730年 代初頭以降,タ ウンゼンド(CharlesTo㎜shend)な どをはじ
め とする人達による資本主義的大規模農業の初期的形態であるノーフォーク農業(Norfolk
Husbandry)を 急速 にイングランドに普及することになった。 ノーフォーク農業 は,穀 物 や食
肉を増産 して,農 業所得の減少をカバーするだけではなく,所 得の増大 を目的としていたが,
しかし,良 好な天候による豊作現象 と,ノ ーフォーク農業の大量生産方式による大増産とが重
なって穀物過剰状態が発生 した。
このようなノーフォーク農業の普及と豊作は,農 業労働力に対する需要を増大 させ,一 定期
間,賃 金を上昇させ,さ らに穀物価格 をは じめとする食糧の値段 を低落 させたので,名'目 賃金
だけではな く,実 質賃金をも上昇させることとなった。人口停滞,食 糧過剰,穀 物価格の低落,
労働力不足,賃 金の上昇などが,一 定期間継続的に発生するこζになった。また都市労働者の
賃金上昇 も,農 村からの影響 を受けて,一 定期間み られるようになった。
当時,子 供の少 ない小家族のイギリス人達は,産 業革命がは じまる前の一時期だけ,消 費財
をより多 く購入することがで きるようになった。彼 らは,一 定の食糧 を調達 した り,流 行の衣
料品を購入 した り,イ ギリスの農村 に独特の古典的優雍さをもった住宅を建築 し,そ のまわ り
に小 じんまりした庭を造 ったりした。
これらは,国 内需要 を多少増大させ,国 内市場 を若干拡大させたが,大 工業化,さ らには産
業革命の発生 に刺激を与えるまでにはいたらなかった。これらの期間においては,人 口は停滞
し,購 買力の旺盛な多数の集団はいまだ発生 しておらず,と くに人口増加め停滞が個々の家族
の小家族化 を招き,あ る程度の賃金の上昇 を招 き,家 族的支出の増大 をある程度可能にしたが,
その賃金の上昇による所得の増加部分 と,低 穀物価格による食糧への支出の減少部分とを,工
業生産物の購入に一時急速に転換 させて行 くようなことは,あ ったにしても,あ まり長期間に
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18世 紀前半の長期 にわたる穀物価格の停滞と低迷は,食 糧増産 による農業収入の確保,さ
らには,そ れの増加 を目的 としてノーフォーク型の資本主義農業 を発生 ・発展 させることにな
り,い っそうの低穀物価格状態 を,と くに1730年 代,1740年 代に現出せ しめることになった。
その後,18世 紀後半,と くに60年 代の中期以降の人口の増加 と穀物価格の上昇 をまねき,イ
ギ リスは再び穀物輸入国に転換 した。
この時期における穀物価格の上昇は,そ れ以前の低穀物価格状態の反動 として理解できな く
もないが,そ れ以上に,産 業革命の発生 と都市化による人口の増加 と穀物需要の増大 とによる
ものであることを重視すべ きであろ う。
上述のところがらもあきらかなように,産 業革命前のある一定の期間,低 穀物価格 と一家族
当 りの他の時期 に比較 しての高い収入によるやや高めの生活水準の持続と,そ れとは逆に産業
革命発生後,工 業的生産の拡大 と都市化が一般庶民に十分還元 されなかった数十年間における
生活水準の低下現象 とを,あ る程度理解することができるであろう(こ こでは生活水準論争に
かかわるつもりはない)。
18世 紀における外国貿易 ない しは海外市場は,急 速に発展 していたが,国 内商業ない しは
国内市場 も前者程ではないに しても変化 しつつあった。 ロン ドンは,海 外貿易 と国内商業の中
心地 として繁栄 していたが,ロ ン ドン以外の地方都市はあまり発展 しておらず,孤 立分散的状
態 におち入 りがちであ り,い くつかの地域市場に分割されていた。ただし,ロ ン ドン商人によ
る全 国的支配網 は次第に浸透 し,各 地域 に派遣 されている代理人や,そ れ らの地方都市に在住
し,ロ ン ドン商人と関係 していた商人,な い しは商人製造業者(merchantmanufacturers)に
よって支配 されるようになっていた。それ と同時 に,生 産者 と直接的関係にあった富裕 な仲介
商人(middlemen)の 存在 もみのがせない状態にあった。
18世 紀 においては,全 国各:地か ら集まってきた人々によって,商 品の売買が行なわれてい
た大定期市(bigfairs,grandesfoiresp6riodiques),す なわち全 イギリスが参加する物産交換所
が 開設 され て いた。 そ の う ち,も っ と も有 名 な もの は,ス トア ブ リ ッジの定 期 市
(Stourbridgef田r)で,そ れは,ラ イプチィヒの定期市に比較されさえしていた26)。
ス トアブ リッジの定期市 には,ス コットラン ドの低地地方の亜麻織物商人,リ ーズやノーリ
ッジの毛織物業者,バ ー ミンガムの釘製造業者,シ ェフィール ドの刃物製造業者たちが集まっ
てきて取引を行なっていた。奢修品や植民地からの生産物は,白 ン ドン,ブ リス トル,リ バァ
プールか らス トアブリッジの定期市 に輸送 されて売買 された。その他の定期市 として,ス トア
26)PaulMantoux,7keIndustrialRevolutionintheEighteenthCentury,1927,pp.111-112.《 ポ ー ル ・マ ン トー 著,
徳 増 栄 太 郎 ・井 上 幸 治 ・遠 藤 輝 明 共 訳 「産 業 革:命 」1971年(第9刷),130頁 》 。
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ブリッジの定期市程有名ではなかったが,西 部のウィンチェスター,東 部のボス トン,北 部の
ビバ ァリーなどの定期市をあげることがで きる。それらは,地 方的重要性 をもつものにすぎな
かった。
定期市の ほかに,地 方の工業生産物 が集荷 ・売買 され る市場 と して特殊市場(special
markets,march6sspeciaux)を あげることができる27)。この特殊市場は,地 方都市に在住する
織元や,農 村 に居住する小商品生産者が,少 量の商品を,定 期 的に しか も直接的に,集 荷 し,
商人や消費者 と売買する市場である。各 自の売買は,少 量であっても,市 場 としては,立 派な
ものではなかったが,か なり規模 も大きく,繁 栄 もしていた。地方都市の特殊市場 としては,
ウェス ト・ライディング(WestRiding)地 方の リーズや,ブ ラッドフォー ド,ハ ダーズフィ
ール ド,ウ ェイクフィ.一ル ド,ハ リファクスなどの市場 をあげることができる。これらの地方
都市の特殊市場での取引は,生 産者 ・販売者 と商人や消費者 との間で,小 規模ではあるが,定
期的に繁栄 したかたちで,街 路,広 場,橋 上,川 のほとり,居 酒屋などで行 なわれた。
その他,18世 紀の前半の国内商業あるいは国内市場の存在 と関係す るものとしては,仲 介
商人の外に,行 商人,店 舗 とは名ばかりの初期の ものであったが,か な りの商品を保管 ・販売
していた小売商人をあげることがで きる。17-18世 紀の前半においては,公 開市場(open
markets)は む しろ衰退 して,問 屋制商業資本による孤立分散的状態にある小商品生産者を,
商品の売買,原 材料の前貸 し,労 働手段(た とえばメリヤス編機)の 前貸 し,資 金の提供,そ
の他の面か ら支配する問屋制度が繁栄 していたことを指摘できる(こ の点については別の とこ
ろでふれているのでここでは省略する)。
18世 紀の前半 までのイギリスにおいては,各 生産地や地方諸都市やロン ドン,ブ リス トル
などの海港諸都市か ら大定期市 までの出荷や,大 定期市から各都市や農村などの消費地 までの
商品の輸送は,は なはだ しい悪路のため に,人 や馬の背に依存することが多 く,馬 車輸送はき
わめて困難な状態にあった。 したがって,各 地域間の交通は,海 路 によって確保 されることが
多 く,た とえば,ニ ュー'キイスルの石炭がロンドンに輸送されたの も,ス コットラン ドの家畜
が牧畜用にノーフォークに輸送されたのも海路 によってであった28)。
イギ リスにおいそは,海 港 と海路利用が便利であったので,馬 車利用 に役立つ道路網の建設
はきわめて遅れていた。
議会においてターンパイク条令(Tumpikeact),す なわち通行税取立条令がは じめて議決さ
れたのは,1663年 チ ャールズH世 の時代であ り,そ れが適用 されたのは,ロ ン ドンとヨーク
27)PaulMantoux,op.cit..F.112.(前掲 書 邦 訳,130頁)。
28)PaulMantoux,op.cit.,p.115.(前掲 書 邦 訳,135頁)。
92'一 『明大商学論叢』第79巻 第3・4号 一(388)
問の道路 においてであった29)。 ターンパイク条令の原則は,一 定の道路 に通行税を課 し,そ
の収入で道路工事を行 なうことにあ り,し かも道路の使用者に維持費を支払わせ ることにあっ
た。 ター ンパ イク道路の建設によって,交 通の便 と安全性が増大 したが,し か しその道路通行
税 に対する不満の爆発によって,タ ーンパイク道路は,例 外的存在 として長い間放置 されたま
まであ った。
イギ リス全土 にわたって,道 路建設 と修理が組織的に行なわれるようになったのは,王 位要
求者(Pretender)チ ャールズ ・エ ドワー ド(CharlesEdward)の 上陸 と,カ ロ ッ ドン
(Culloden)の 敗戦の後の1745年 からである。エ ドワー ドと彼のスコットラ ンド高地地方軍は,
悪路 によってイングランド軍の結集が遅れたのを幸 に,ダ ービーまで進出することができた。
そのときか ら1年 中便利 に通行できる道路網が軍事用に建設 ・整備 されは じめた30)。 しか も,
この事件をきっかけに して20年 以内に,タ ーンパイク制度は全国土に普及 した。
18世 紀の中頃に,1ト ンの生産物を20マ イル陸上運送すると,そ の生産物のコス トはたちま
ち2倍 に増大 した。陸上運送,と くに道路網の改良への刺激は,軍 需 と民需,す なわち国内需
要の増大,国 内市場の拡大か ら生 じた。 とくに都市の食糧や燃料の需要の増大,内 陸部の製造
業者 による原料や製品の輸送費の低廉化の要求とあいまって,道 路網 と運河の建設は急速に行
なわれた。運河の建設によってリバ ァプール とマ ンチェスター,あ るいはバーミンガムとの間
の1ト ン当 りの輸送費は,80パ ーセント削減 された31)。
軍需 と民需を含めた国内需要の増大は,国 内商業 と国内市場の発展 をうなが し,そ してそれ
らは,道 路網の発展 と運河の建設を推進する。さらにそれらの交通の発展 は,国 内商業 と国内
市場 をいっそう発展 させ ることになった。
イギリスにおける繊維工業 と食品工業は,大 工業化,さ らには産業革命発生 ・発展のペース
メーカー(pace-makers,pace-setters)と して併存 していた。繊維工業は,外 国に も巨大な市
場が開かれていたが,国 内市場 もかなり大 きなものであった。加工食品や飲料への需要は,た
ル
しかに繊維品よりは限 られていたが,と くに食品は,繊 維品や飲料 よりもはるかに外国か らの
影響 を受 けることも,競 争 になやまされることも少 なかった。よほどのことがないかぎり,繊
維品,食 品,飲 料の需要は増大 し,国 内市場は拡大傾向にあった。 とくに都市化の発展 ととも
に,さ らに流行の発生 とともに,食 品,食 糧の需要の増大よりも,繊 維品,飲 料(ビ ールなど)
29)15Charlesll,c.1(1663,roadfromLondontoYorh).《 チ ャ ー ル ズ 皿 世 第15年 法 律 第1号(1663年,ロ ン
ド ン か ら ヨ ー ク ま で の 道 路)》 。
30)24GeorgeD,c.25(1751,roadfromCarlisletoNewcastle).《ジ ョー ジ1世 第24年 法 律 第25号(1751年,
カ ー ラ イ ル か ら ニ ュ ー キ ャ ス ル ま で の 道 路)》 。
31)E.J.Hobsbawm,op.cit.,p.30.(前掲 書 邦 訳,53-54頁)。
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の需要の増大が進み,国 内市場は拡大 された。 もちろん,外 国市場への輸出も増大 し,大 工業
化,さ らには産業革命への刺激 となった。
鉄の国内需要は,18世 紀前半においては微々たるものであ った。1720年 には,そ れの総消
費量 は5万 トン以下であ り,産 業革命がかなり進んだ1788年 においても,10万 トン余にすぎ
なかった。鉄は,18世 紀前半においては,軍 事用を除いては,そ れの最大の需要は農業用で
あった32)。 したがって,当 時の鉄鋼業は,言 い ようによっては,鉄 器時代にあったとは言え,
未だ本格的鉄鋼時代 に到達 してお らず,大 工業化直前や大工業化の第1局 面においてさえも,
国内市場に大量の鉄を,本 格的に提供 していない状態にあった。
当時,鉄 は,消 費財 としても資本財 として も微量にとどまり,そ れが,あ らゆる意味におい
て重要性を増すのは,産 業革命発生以降,鉄 道時代が到来 してか ら後のことであった。
石炭は,産 業革命後,工 場の燃料 として,鉄 道時代以降蒸気機関車の燃料 として,さ らに商
船や軍艦の燃料 として,そ してます ます人口が増加する大都市の暖炉の燃料 として,巨 大 な市
場 を獲得 したが,産 業:革命以前,と くに18世 紀前半の時代 においては,資 本財 としてはほと
んどみるべ き存在ではなく,軍 事用 として も微々たる存在であった。
当時,石 炭生産量の大部分は,大 都市 とくにロン ドンの燃焼効率の悪い暖炉の数の増加 に依
存するところが大であった。イギ リスの家庭用の燃料 としての石炭の市場への出荷量は,鉄 の
出荷量 よりもはるかに大 きかった。産業革命以前.に100万 トン単位で数えられる商品は石炭だ
けであった。1769年 には,ニ ューキャスル ・オン ・タイン(Newcastle-on-Tyne)周 辺で,ジ ェー
ムズ ・ワット型以前の炭鉱専用の蒸気機関が100台 程建設 され,57台 は実際に稼動 していた。33)
石炭は,す でに産業革命以前に,資 本財 よりも消費財 として,巨 大都市向けに,一 般家庭向
けに,巨 大な市場 をもってお り,す でに初期的 とは言え,蒸 気機関を実用化させていた。石炭
は,大 工業化,さ らには産業革命への刺激材料 としての大規模 な国内市場 と,初 期的とは言え,
やがて産業革命の中心的存在となる蒸気機関を,す でに形成 していたのである。大工業化,さ
らには産業革:命への道を解明するにあたって,こ の石炭産業の歴史的意義は,繊 維工業,と く
に木綿工業の歴史的意義に劣 るものではない。石炭産業は,繊 維産業,鉄 加工業,蒸 気機関車,
蒸気船 などの中心的存在 となる原動機,す なわち,そ れの初期的で,ワ ッ トによる改良以前の
ものであったとは言え,蒸 気機関を,産 業:革命以前に,す でに造 り出していたのである。
32)E.J.Hobsba㎜,op.cit,p.31(醐書 邦 訳,55頁)。
33)E.J.Hobsba㎜,op.cit,p.31(前掲 書 邦 訳,55頁)。
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N.お わ りに
イギリスにおける大工業化,さ らには産業革:命の歴史的前提条件は,① 「本源的蓄積」の過
程の進展。② 「本来的マニュファクチュア」の発生 ・発展。③ ランカシャーにおける封建的規
制か らの限定的摘用除外。④ ファスチャン工業の発生。⑤東インドからの綿製品の輸入 とそれ
の禁止,毛 織物工業の保護政策の展開,お よびファスチ ャン工業の発展。⑥海外市場の発展。
⑦国内市場の発展。等 々であ り,そ れらは,1760-1770年 代以前の数百年間において遂行 さ
れて きたということについては,前 編において指摘 し,前 編か ら本稿 にいたる研究の中であき
らかに して きた通 りである。
以上の諸要因のうち,ど れが もっとも重要で,ど れがあまり重要でなかったかについて解明
することは しに くいが,② か ら⑦ までの諸要因は,す べて①の 「本源的蓄積」の過程の進展の
中で発生 し,熟 成 し,近 代資本主義確立の契機となった大工業化,さ らには産業革命勃発 の重
要な諸要因であったと言いうる。
近代資本主義確立以前,と くに産業革命勃発以前 に行なわれた 「本源的蓄積」 も,そ の過程
の中で行なわれた商業ない しは市場の発展 も,イ ギリス国内で行なわれたと同時に,そ れ以上
にアジアで,新 大陸で,ア フリカで,さ らにヨーロッパ大陸で行 なわれた。
大工業化,さ らには産業革命以前の工業生産,と くに毛織物や雑種工業製品(初 期綿織物を
含む)の 生産 も,国 内市場向けに行 なわれただけではな く,海 外市場向けにも行 なわれたので
あ り,と くに海外市場 とより結びついた製品を生産 していた工業(と くに木綿工業など)が 逸
早 く大工業化す ることができた。答は簡単である。国内需要 よりも外国からの需要の方が常に
より大 きく発展 したか らであ り,巨 大な利益 を獲得することができたからである。
大工業化,さ らには産業革命は,需 要の大きな方向に,よ り大きな市場 に向かって開始 され
た。工業生産物の海外への輸出は,イ ギリス商船隊 と海軍力(国 家権力)に 裏付けられながら
着実 に進行 した。自国産の商品の輸出 と,植 民地や後進国の生産物の再輸 出と,そ れに奴隷貿
易 とが世界の富 をイギ リスの富に転化 して行 く重要な手段であった。
産業革命以前のロン ドン商人,あ るいは東イン ド会社 などは,イ ギリスの工業製品,最 初は
伝統的毛織物を,後 にはそれだけではなく,フ ァスチャン織などを含む雑種工業製品を,植 民
地や後進国に輸出し,そ れらの国の物産,と くに砂糖や煙草やお茶などを,そ して後には綿花
を自国に輸入 したり,ヨ ーロッパ大陸などに再輸 出した りして巨大な利益 をえていた。このよ
うな貿易構造の中に,折 り目正 しい毛織物のほかに,フ ァスチャン織などを含む初期綿織物が
含まれていた。 これが,後 の大工業化現象 をもた らす直前の第1歩 であ り,そ れ らに対する外
国からの需要の急増が大工業化への,さ らには産業革命への刺激 となった。
(391)一 イギリス産業革命前の商業的飛躍的発展一95
それに対 して,国 内市場は,飛 躍的発展がみられる半面,'た えず危険 にさらされている海外
市場の不安定な状態 を,全 体的に調整 しうる規模の大 きさをもっていた。これが,重 商主義時
代の経済的バランスを持続 させ る重要な要因の1つ であ り,や や ともすると重商主義政策の枠
外的存在 とみられがちな雑種工業製品製造業を肇展 させ る要因でもあった。
さらに,こ の時代のイギ リス国内においては,第2次 土地囲込み運動の進展によって,土 地
や生産手段や生活維持手段 を失ったかつての小商品生産者達が,都 市や工業的生産地に集住 し
て,あ らたな労働力の提供者として出現 した。彼 らは,と くに木綿工業 などにおけるような商
品需要の急増 した業種における労働手段の変革 と相 まって,内 外市場か らの商品需要のより多
い各種の工業に,低 賃金 と劣悪労働条件で雇傭 されざるをえない時代を迎えた。
